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■
岩
瀬 

翔
太
郎
く
ん（
中
原
町
）

高
梁
小
学
校
５
年

第
11
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会

（
３
月
29
日
～
31
日
・
千
葉
県
）

「風が強くて苦労しま
した。この経験を生か
して、夏の大会は上位
を目指したいです」

　

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、
上
記
に
該
当
す
る
人
、
団
体

の
情
報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

秘
書
課
公
聴
広
報
係
（
☎
�
０
２
１
０
）

全
国
大
会
等
に
出
場
す
る
個
人
、
団
体
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

　
対
象
は
、
県
予
選
、
中
国
大
会
等

地
区
予
選
、
国
内
大
会
予
選
、
選
考

会
を
経
て
大
会
に
出
場
し
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
人
、
チ
ー
ム
で
す
。

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

▽
市
内
の
学
校
、
企
業
等
で
単
独

チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
出
場
す
る

チ
ー
ム

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
市
内
外

の
学
校
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
へ
所
属

し
て
い
る
人

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
国
民
体

育
大
会
の
要
項
に
記
載
さ
れ
る
監

督
、
コ
ー
チ

▽
そ
の
他
市
長
が
特
別
に
対
象
と
み

な
す
人

※
平
成
24
年
度
か
ら
、
選
考
会
を
経

て
大
会
に
出
場
す
る
場
合
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
原
則
、
事
前
申
請
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
☎
�
０
４
２
５
）

　

対
象
は
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

行
う
20
歳
未
満
で
次
に
該
当
す
る
人
、

指
導
者
、学
校
・
団
体
の
代
表
者
で
す
。

▽
市
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学

校
、
団
体
に
所
属
す
る
人

▽
市
内
外
の
学
校
（
大
学
、
専
門
学
校

を
含
む
）
や
団
体
に
所
属
せ
ず
、
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
市
内
で
活
動
す
る
人

▽
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
国
代
表
と
し

て
参
加
す
る
人

　

対
象
と
な
る
大
会
等
は
、
県
代
表
と

し
て
参
加
す
る
、
国
や
全
国
規
模
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
団
体
等
が
主
催
す

る
大
会
、
コ
ン
ク
ー
ル
、
発
表
会
、
競

技
会
で
す
。

①
全
国
、
西
日
本
大
会
等

②
中
四
国
、
中
国
、
東
中
国
大
会
等

③
国
際
規
模
の
大
会
等

※
高
等
学
校
に
属
す
る
青
少
年
は
①
、

③
に
参
加
の
場
合

※
原
則
、
事
前
申
請
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
…
社
会
教
育
課

（
☎
�
１
５
１
４
）、
ス
ポ
ー
ツ
…
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
�
０
４
２
５
）

三
渓
青
少
年
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
助
成
金

全
国
大
会
等
に
参
加
す
る
経
費
を
助
成

し
ま
す

※
学
年
は
、
大
会
出
場
時
で
す

「３位のうれしさもあるが、負けた悔しさ
をバネに全国制覇を目指して頑張りたい。」
と主将の赤木さん。

■
高
梁
高
等
学
校

　
　
　
　
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
30
回
全
国
高
等
学
校
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
大
会　
　
　
　

３
位

　
　
　
（
３
月
18
日
～
21
日
・
静
岡
県
）

顧
問

金
田 

恵
征
さ
ん

２
年

赤
木 

文
弥
さ
ん

川
上 

賢
人
さ
ん

須
山 

元
嗣
さ
ん

太
田 

考
俊
さ
ん

小
山 

徹
也
さ
ん

野
中 

俊
宏
さ
ん

１
年

小
林 

誠
さ
ん

小
見
山 

拓
也
さ
ん

中
山 

大
雅
さ
ん

沖
田 

圭
司
さ
ん

亀
山 

健
吾
さ
ん

藤
井 

翔
吾
さ
ん

上
杉 

球
太
さ
ん

平
方 

健
太
さ
ん

三
村 

友
洋
さ
ん

西
川 

千
尋
さ
ん

伊
達 

友
紀
さ
ん

■
井
上 

佑
樹
く
ん（
中
井
町
西
方
）

中
井
小
学
校
５
年

第
５
回
春
季
全
日
本
小
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
30
日
～
４
月
１
日
・
鹿
児
島
県
）

「全国大会という厳しい
中で１勝でき、いい経
験ができました。夏の
大会も頑張ります」

文化やスポーツ活動の全国大会出場、それに
準ずる成績を収めた人・団体を紹介します。栄光をたたえます

健
全
な
青
少
年
を
育
成

市
青
少
年
健
全
育
成
財
団
表
彰

　

当
財
団
は
、
昭
和
63
年
10
月
１
日

に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と

し
て
設
立
。
市
内
で
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
団
体
・
個

人
の
表
彰
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
係

（
☎
�
０
２
０
８
）

岩
本 

哲
二
さ
ん　

（70）
（
成
羽
町
成
羽
）

昭
和
42
年
に
成
羽
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
柔
道
の

指
導
者
と
し
て
、
心
身
と
も
に
健
全

な
青
少
年
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
梁
チ
ェ
リ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

平
成
10
年
５
月
に
発
足
。
市
内
の
小

学
生
女
子
を
対
象
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
通
じ
て
、
心
身
の
健
全
育
成
を
目

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
梁
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
63
年
７
月
に
発
足
。
市
内
の
小
学

生
を
対
象
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
、
心
身
の
健
全
育
成
を
目
的
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

落
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

平
成
３
年
４
月
に
発
足
。
市
内
の
小
学

生
を
対
象
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ

て
、
心
身
の
健
全
育
成
を
目
的
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
は
な
し
や
た
か
っ
子

平
成
16
年
５
月
に
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
川
上
読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
発
足
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

平
成
23
年
度
表
彰
受
賞
者

　地域の産業振興に功績のあった個人や団体に贈る
「大河賞」の 23 年度の受賞者が決まりました。同賞は、
故大河寅蔵・元高梁町長の遺族からの寄付をもとに基
金を設け、昭和 40 年度から表彰しています。

■問い合わせ
農林課農業振興係（☎�０２２３）

地域産業への貢献をたたえる

大河賞

畜産振興に功績 商工業振興に功績
藤井 武明さん (59)（高倉町飯部）
　昭和 48 年酪農後継者として家業の酪農を始め、
高梁市農業後継者クラブ、岡山県家畜人工授精師
協会の役員を長年勤め、平成 11 年 4月から大池山
育成牧場の場長として永きにわたり地域畜産振興に
貢献されています。

谷本 明久さん (77)（南町）
　平成 16 年から平成 19 年まで高梁商工会議所会
頭。商店街振興や産業観光など地域商工業の振興
に積極的に取り組まれました。特に学校法人高梁学
園（現順正学園）、高梁市、高梁商工会議所で産
学官連携協力包括協定を締結し、多くの事業を推進
するなど地域産業の発展に大きく貢献されています。

白菊酒造株式会社
　明治 19 年に白菊の銘柄で酒造業を興して以来
120 年以上の永きにわたり日本酒を造り続け、昭和３
年に全国清酒品評会にて優等賞を受賞。平成５年
には全国新酒鑑評会にて金賞を受賞。伝統の備中
杜氏の技と最新鋭設備との融和に取り組むなど時代
に即応した経営を行っています。

地域農業振興に功績
びほく農業協同組合トマト部会
　平成 17 年に川上、平川、湯野の各生産部会が
合併し設立。県下最大の産地となっています。労力
の軽減できる養液土耕の導入など新しい技術や環境
にやさしい栽培を積極的に取り入れ、高梁の地域技
術として確立しています。


